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八王子がわかる事典概要 

 

（１）経緯 

平成 18 年度から 20 年度の 3 年間にわたり実施された文部科学省の戦略的大学連携支援

事業「八王子未来学の構築を目指した大学・市民・行政からなる大学連携と実践活動の高度

化」（八王子未来学）において、「八王子がわかる事典」の編纂が開始され、平成 21年 3月

に公開された。 

同事業終了後、「八王子がわかる事典」の編纂は大学コンソーシアム八王子産学公連携部

会に引き継がれ、大学コンソーシアム八王子のウェブサイトに公開されてきた。しかしなが

ら、平成 29年度に行ったウェブサイトの大幅改定に伴い、本事典の公開を停止した。編纂

からかなりの時間経過に伴い、ウェブ情報の特色であるリアルタイムな情報を提供できな

いことが主な理由であった。 

今後の継続について検討した結果、情報の更新、追加体制を整えることができないことか

ら、「八王子がわかる事典」に関して集約できる情報をまとめた「八王子がわかる事典」の

記録集として、アーカイブ化することとした。 

 

（２）特徴 

 大学教職員、行政職員が執筆するウェブ事典として公開することを特徴とした。 

 

（３）項目 

 全 19件の記載が公開されていた。 

 ウェブには、非公開状態のものが 1件あった。（これは本記録にも掲載していない） 
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（４）ウェブの構成とその特徴 

①トップページ  

・八王子市内の写真 35 枚がランダムに表示され、その場所に合わせた google Mapが

表示された。 

・本ページからは、目次ページに進むことができた。 

 

②6分野の目次ページ 

・各事典項目名と説明の一部が表示された。 

自然環境       

歴史        

史跡・遺跡       

人物        

スポーツ       

農業・林業       

 

③各事典項目のページ 

  ・参考文献ならびに執筆者を記載した説明が表示された。 

浅川（自然環境）      

 

八王子の古代（歴史）      

八王子の中世（歴史）      

八王子の近現代（歴史）      

 

片倉城（史跡・遺跡）      

八王子城（史跡・遺跡）      

滝山城（史跡・遺跡）      

小仏関所（史跡・遺跡）      

 

横山党（人物）       

北条氏照（人物）      

大久保長安（人物）      

松姫（人物）       

 

八王子の陸上競技（スポーツ）     

八王子のバレーボール（スポーツ） 

八王子の柔道（スポーツ）     
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水泳を通じて社会貢献できる楽しさ（スポーツ）   

 

林業施策の概要（農業・林業）     

林業の概況（農業・林業）     

農業の概況（農業・林業）     

 

 ④その他 

  ・すべての画面に、趣旨、お問い合わせのページへのリンクが設定されていた。 

  ・サイト内検索も用意されていた。 
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2011 年 11 月 日 

 

各位 

 

『八王子がわかる事典』編集委員長 

（東京工業高等専門学校 准教授） 

 浅 野 敬 一 

 

 

『八王子がわかる事典』執筆について（依頼） 

 

 

時下益々御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、『八王子がわかる事典』は、文部科学省戦略的大学連携支援事業（2008～2010

年度）に選定された「八王子未来学」プロジェクト（正式名称：八王子未来学の構築を目

指した大学・市民・行政からなる大学連携と実践活動の高度化）から生まれました。「八

王子未来学」は「八王子を学ぶ、八王子で学ぶ」をテーマとする各種の課題研究や教育事

業を展開し、補助事業期間の終了後は、大学コンソーシアム八王子の事業として地域全体

が学びの場となる「まるごとキャンパス八王子」の実現を目指した活動を続けております。 

『八王子がわかる事典』は、地域における学びを支援し八王子の新たな未来と可能性を

拓くための基礎的な資料となるよう、八王子の歴史、文化、産業、自然等を統一的に整理、

web により提供するもので、2011 年 3 月から公開を開始しました。現在は項目数も限られ

ていますが、項目の拡充と更新を継続的に行う計画になっています。 

 つきましては、八王子に造詣の深い貴殿に執筆への御協力を賜りたく、御願い申し上げ

る次第です。 

なお、執筆の際には、別紙『八王子がわかる事典』項目執筆規定及び『八王子がわかる

事典』執筆要項を御参照頂くよう重ねて御願い申し上げます。 

『八王子がわかる事典』編集委員会事務局 

（大学コンソーシアム八王子内） 

TEL /FAX 042-646-5740 / 042-646-2663 

E-mail：jimukyoku88@conso-hachioji.or.jp 
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『八王子がわかる事典』項目執筆規定 

 

制定：2010年 10月 15日 

 

1. 執筆は、原則として大学コンソーシアム八王子に加盟する大学、短期大学、高等専門

学校（以下、「加盟大学等」という。）に所属する者（専任に限らない）とする。ただ

し、編集委員会の推薦があれば、これ以外の者でも執筆できる。 

2. 項目の内容は、地域に対する知的貢献という本事典の目的に沿ったものとする。また、

執筆に際しては、幅広い市民が活用できるよう、平易な表現に努めることとする。 

3. 原稿料等は支払わない。 

4. 原稿は別に定める執筆要項にしたがい作成する。 

5. 引用・参照箇所等の著作権処理については、執筆者がその責任を負う。 

6. 執筆された原稿は、編集委員会において審査する。なお、編集委員会は、必要に応じ

て、編集委員以外の者に審査の一部を委嘱することがある。 

7. 編集委員会は、必要に応じて、『八王子がわかる事典』掲載後の項目を再編集する場合

がある。この場合は、再編集した旨を明記する。 
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『八王子がわかる事典』執筆要項 

 

制定：2010年 10月 15日 

改正：2011年 10月 19日 

 

1. 原稿は横書きとし、テンプレート（マイクロソフト・ワード、40字×30行、MS明朝、

10.5ポイント）において作成する。 

2. 文章・用字・用語は、口語体（である調）・新仮名遣・常用漢字を原則とする。細部は、

編集委員会で統一する場合がある。 

3. 句読点は、「、」「。」方式とする。 

4. 数字は原則としてアラビア数字を使用する。ただし、桁数の多い数字の場合は、漢字

を含めた表記も認める。 

例）1億 2000万人 

5. 項目名の後には、読み仮名を付す。 

例）八王子未来学（はちおうじみらいがく） 

6. 人名項目の場合は、読み仮名と生没年を付す。 

例）後藤聰一（ごとう そういち、1919年～2003年） 

  人名項目のうち、外国人名については次のとおりとする。 

欧米人の場合：ファースト・ネーム、ファミリー・ネームの順にカタカナで示し、続

けて原綴りと生没年を付す。 

例）エイブラハム・リンカーン（Abraham Lincoln, 1809年～1865年） 

中国人の場合：姓、名の順に漢字で示し、続けて読み仮名、ピンインのカタカナ読み

及びピンインを付し、さらに生没年を付す。 

例）毛沢東（もう たくとう、マオ・ツォートン、Mao Zedong, 1893年～1976年） 

朝鮮人の場合：姓、名の順にルビ付き漢字で示し、続けてカタカナ読みとハングルを

付し、さらに生没年を付す。 

例）金大中（キム・デジュン、○○○、1925年～2009年） 

7. 本文中においても難読文字（地名、人名など）には、必要に応じて（    ）に読

み仮名を付す。 

8. 新字体を基本とし、必要に応じて（     ）に正字を付す。 

例）浅川（淺川） 

9. 本文中において、会社、学校、その他団体等を記す場合は、原則として次のとおりと

する。 

八王子市内の団体等の場合：（    ）に八王子市と町名を付す。 

例）㈱八王子（八王子市元横山町） 
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  東京工業高等専門学校（八王子市椚田町） 

八王子市外の団体等の場合： 

例 1）特別区の場合：経済産業省（東京都千代田区） 

例 2）政令指定都市の場合：相模原市観光協会（相模原市中央区） 

例 3）その他：東京外国語大学（東京都府中市） 

10. 中項目・小項目とも、原則として 3000 字以内とする。3000 字を超えるものについて

は、中項目の場合は小項目の設定を、小項目の場合は項目の分割を検討するので、編

集委員会に申し出ること。 

11. 本文を分割して記述するまたは箇条書きにする場合の記号は、次の順序で使用する。 

〔第 1段階〕(1)、(2)、(3)・・・ 

〔第 2段階〕①、②、③・・・ 

〔第 3段階〕(ア)、(イ)、(ウ)・・・ 

12. 年は西暦換算で表記し、必要な場合は（   ）年号を記す。なお、1872 年 12 月 3

日（太陽暦採用）以前も、便宜的に西暦換算で表記し、必要に応じて（   ）に和

歴を記す。 

例）2010年（平成 22年） 

例）1867年 11月 9日（慶応 3年 10月 14日） 

13. 写真は、次によりデジタルデータで提出する。 

・ファイル方式：JPEG 

・ピクセルサイズ：300×500（縦長の場合）または 500×300（横長の場合） 

・ファイル名：通し番号をつける。 

・写真の説明：撮影対象や撮影場所等に関する説明をつける。説明文はファイル名の

通し番号との対応を明らかにし、Word等にて提出する。 

14. 図表は、すべてテンプレートの中に組み込むこととする。 

15. 項目の末尾には、執筆の際の参考文献だけでなく、読者が項目の内容をさらに調査す

るために役立つよう、なるべく多くの「関連情報」を入れる。なお、「関連情報」の表

記法は以下のとおりとする。 

〔Webページ〕①制作者、②資料名、③制作年、④URL（参照時点） 

例）厚生労働省職業能力開発局『若年者キャリア支援研究会報告書』2003年、URL: 

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2003/09/h0919/5e.html（2010 年 2 月現在）。 

〔単行本（和文）〕①著者名、②書名、③必要に応じて全集名等、④出版社、⑤初版刊

行年。 

例）清成忠男『日本中小企業政策史』有斐閣、2009年。 

木下武徳『アメリカ福祉の民間化』アメリカの財政と福祉国家 10、日本経済

評論社、2007年。 

〔雑誌（和文）〕①執筆者名、②論文名、③雑誌名、④巻・号、⑤刊行年、⑥頁。 
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例）浅野敬一「平時経済における中小企業政策形成への模索－1950年中小企業法

案の意義と限界－」『アメリカ経済史研究』第 6号、2007年 10月、21-40頁。 

〔単行本（外国語）〕①著者名、②書名：イタリック、③出版社（出版社不明の場合は

出版地）、④初版刊行年。 

例）Eichengrenn, Barry, Globalizing Capital: A History of the International 

Monetary System, Princeton University Press, 1996. 

Jones, Eric L., European Miracle: Environments, Economies and 

Geopolitics in the History of Europe and Asia, Cambridge University Press, 

1981（エリック・ジョーンズ/安本稔・脇村孝平訳『ヨーロッパの奇跡―環境・

経済・地政の比較史』名古屋大学出版会、2000年）。 

〔雑誌（外国語）〕①執筆者名、②論文名、③雑誌名：イタリック、④巻・号、⑤刊行

年。 

例）Livesay, Harold C., “Entrepreneurial Dominance in Businesses”, Business 

History Review, vol.63, 1989, pp.1-21. 

16. 執筆者校正は、原則として、html形式にて初校 1回とする。 

17. 項目の末尾には執筆者名を入れ、執筆者名は執筆者紹介にリンクさせる。執筆者は次

の例に従い、執筆者紹介の原稿を併せて提出する。 

氏名、所属（研究者の場合は、職位、学位、専門分野、研究課題を含む）、八王子に関

するメッセージ（100字程度） 

例）浅野敬一、東京工業高等専門学校一般教育科、准教授、博士（文学）、経済史、

日本と米国における中小企業政策の形成過程、「学生とともに地域の中小企業を

調査しています。ぜひ、学生との交流に御協力ください。」 

例）浅野敬一、八王子市産業振興部産業政策課、「元気な八王子を実現するために、

地域の企業を支援しています。お気軽にご相談ください。」 

18. 原稿は、電子メールに添付して次まで提出する。 

『八王子がわかる事典』編集委員会事務局（大学コンソーシアム八王子内） 

jimukyoku88@conso-hachioji.or.jp 
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